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1500
後に全例死亡した．10㎜フィルターを使用した場合（線
量率50R／min）では白血球に対する影響が著しく強く
なり，比較的少ない線量で減少反応が認められるよう
になった．また，他の条件で見られたような皮膚障害
は全く認められなかった．しかし，1500R以上では約
1週間以内に大部分のマウスが死亡した．
m．照射線量と白血球障害との関係
　Fig．1の結果から，照射線量の増加にともなって白
血球減少が強度となり，その回復も遅延することが認
められたので，種々の照射条件における照射線量と，
照射後の種々の時期における白血球減少率との関係を
比較し，Fig．2の結果を得た．
　いずれの照射条件においても，線量の増加にともな
って白血球変動率が増加しているが，特に，フィルタ
ー を使用しない場合と5㎜フィルターの場合には照射
7日後の白血球変動率が500～3000Rの間で照射線量
と有意な直線関係にあることが認められ，さらに10㎜
フィルターの場合には照射3～10日後の白血球変動率
が125～750Rの間で有意な直線関係にあることが認め
られた．
　　　　　　　考　　　察
　放射線照射によって起る造血機能障害に対する薬物
を開発するためには，造血機能に対する放射線の影響
を定量的に測定し，再現性のある効力試験法を確立す
ることが必要である．一般に生物が放射線を被曝して
典型的な造血機能障害を起こすに必要な照射線量は，
通常使用されている波長の短かいX線（硬いX線）ま
たは60Coのような放射性物質から出るγ線の200～
1000Rといわれているξ）しかし，軟X線はベリリウム
のようなX線を通し易い物質で出来た窓のある管球か
ら発生されるために，波長の長い部分から短かい部分
まで巾広く含んだX線から成り立っている．そのため
に生物に対する影響力も従来のデーターとは著しく異
なることが当然予想される．第11報1）において，ウサ
ギに軟X線を照射するとその大部分のX線が照射面の
皮膚に吸収されてしまい，血球障害よりも皮膚障害の
方が起り易くなることを認めている．そこで本報にお
いては実験動物として雌マウスを使用したが，これは
前述の軟X線の性質上，透過力が少ないことから，採
血可能な範囲での小動物であること，また，雌動物を
使用することにより，仲間同志の咬傷にともなう化膿
によって白血球数が変動することのないように考慮し
たためである．なお，マウスの血液は凝固し易く，血
球算定が困難な場合が多いのであるが，メランジュー
ルによる採血の際の稀釈液に界面活性剤としてオート
サイトメーターで使用されているcetyl・trimethyl　am・
monium　bromideを含む稀釈液を等容加えることによ
り，計数を阻害するような凝固物の出来るのを防止し，
顕微鏡による通常の方法で計数を容易にすることが出
来た．1群8～12匹程度のマウスを1度に照射するた
めには照射用固定箱の直径が約20㎝を必要とする．従
って，Table　Iの結果から，線量分布の均一一性も考慮
して照射距離を40㎝と定めた．軟X線を全身に1回照
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射するとマウスの白血球はFig．1に示すごとく，照射
直後に急激に減少したのち徐々に回復し，3～4週間
後には照射前値にまで達するようになる．この傾向は
硬いX線を用いたウサギの場合4）とよく似ており，白
血球に対しては軟X線も同様の影響をおよぼすことが
認められた．さらに10㎜フィルターを使用した場合に
はフィルターを使用しない場合のような皮膚障害が発
現せず，また，照射7日後附近で弱いながら一時的な
回復傾向を示していることなど，硬いX線の場合4）と
同様の変化が見られた．この結果から，10㎜のアクリ
ル・フィルターにより軟X線中に含まれる長波長のX
線がかなり除去され，比較的硬いX線のみに調整する
ことが可能であることを認めた．Fi㊤2の結果から，
X線による白血球減少作用の線量依存性は，いずれの
線量率の場合にも照射7日後において直線関係を示し
ているが，10mmフィルターを使用した場合（線量率50
R／min）には特に，比較的少ない線量で成立し，また，
直線性を示す期間も照射後3～10日と範囲が広く，白
血球障害を指標とする効力試験法の条件として適当と
考えられる．
　　　　　　　　結　　　論
　マウスの循環白血球の変動を指標として軟X線を種
種の条件で照射した結果，いずれの条件においても照
射3日後から急激な減少が認められたのち，2～3週
間で回復し，この減少および回復の程度は線量に比例
していた．しかし，フィルターを用いない場合は脱毛，
化膿，閉眼等の障害がおこるため，この実験には不適
当であり，5㎜のアクリル・フィルターをかけた場合
は照射の影響が弱く，充分な白血球の減少を起こし得
ない．これに対して10㎜のアクリル・フィルターを使
用した場合は，250～750Rの範囲で照射後3日までに
著しい低下を示し，3週間前後で自然回復しているが，
この変化が照射線量と直線関係を示していることから
白血球の変動を指標として行なう効力試験には70kVp，
10mA，10㎜のアクリル・フィルターを使用し，軟X線
500Rの照射が適当であることを認めた．
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